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終
戦
八
〇
年
か
ら
振
り
返
る
首
都
再
生
の
起
点

戦後復興の軌跡

1941年12月8日、日本は真珠湾攻撃を機に太平洋戦争に突入した。
3年8カ月にわたる戦いで多くの尊い命が失われ、戦争末期には東京を
はじめとする全国各地の都市が焦土と化していった。
東京においては1944年から都心部に対する米軍の空爆が本格化し、
帝都は灰燼に帰した。その翌年には広島と長崎に原爆が投下される。
8月15日、日本は終戦を迎えその瞬間から「 戦後 」が始まった。
混沌とした状態から「 復興 」に向けて立ち上がる日本。その時、首都東
京は未来に向けどのような都市像を描いていたのか。戦後80年という
節目を迎えた今、その帰結としての現在の東京を改めて見つめ、未来
につながる都市のあり方を探る。

戦
後 

復
興
零
年

焦
土
に
集
中
す
る
人
口

　

一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空

襲
で
は
、東
京
の
下
町
地
域
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。連
日

の
空
襲
に
よ
り
東
京
は
壊
滅
状
態
に
陥

り
、被
災
面
積
は
一
九
五
平
方
㌔
㍍
、都

区
部
の
二
八
％
に
お
よ
ん
だ
。焼
失
家
屋

七
一
万
棟
は
都
区
部
の
家
屋
の
お
よ
そ

半
分
を
占
め
る
。

　

終
戦
直
後
の
日
本
の
主
た
る
課
題
は

食
糧
対
策
と
戦
災
者
の
越
冬
対
策
だ
っ

た
。政
府
は「
罹
災
都
市
応
急
簡
易
住

宅
建
設
要
綱
」を
閣
議
決
定
し
全
国
で

三
〇
万
戸
の
簡
易
住
宅
建
設
に
着
手
す

る
が
、実
行
は
計
画
の
三
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
た
。東
京
都
内
も
バ
ラ
ッ
ク
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、闇
市
が
増
殖
し
露
店
が
軒
を

連
ね
る
状
況
だ
っ
た
。

　

都
内
の
主
要
施
設
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ

て
接
収
さ
れ
る
。東
京
港
、東
京
飛
行
場

（
現
・
羽
田
空
港
）も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。東
京
飛
行
場
に
い
た
っ
て
は
、滑
走

路
拡
張
の
た
め
に
丸
二
日
以
内
に
空
港

一
帯
に
暮
ら
す
約
一
、三
〇
〇
世
帯
、

三
、〇
〇
〇
人
の
住
民
に
立
ち
退
き
を
命

ず
る
、い
わ
ゆ
る
四
八
時
間
強
制
退
去
命

令
も
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

人
口
の
急
増
、集
中
も
課
題
だ
っ
た
。

一
九
四
三
年
の
東
京
都
誕
生
時
に
約

七
三
三
万
人
だ
っ
た
人
口
は
終
戦
時
に

二
七
八
万
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
増
加
に
転
じ
一
九
四
七
年
に
は

三
八
二
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
。一
極
集

中
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
東
京

は
無
秩
序
な
膨
張
を
続
け
て
い
く
。

　

建
設
省
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
、一
九
四
九

年
の
第
一
回
建
設
白
書
の
冒
頭
に「
終

戦
後
の
国
土
建
設
は
、従
来
の
軍
備
至
上

の
建
前
か
ら
大
旋
回
し
て
平
和
国
家
を

建
設
し
、狭
い
国
土
に
限
ら
れ
た
資
源
で

多
く
の
人
口
を
養
う
と
い
う
課
題
に
当

面
し
て
い
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
終
戦
年
の
枕
崎
台
風
、

一
九
四
九
年
の
キ
テ
ィ
台
風
を
は
じ
め
毎

年
の
よ
う
に
大
型
台
風
に
見
舞
わ
れ
、首

都
の
復
興
は
当
初
よ
り
困
難
を
極
め
た
。

幻
の
首
都
復
興
計
画

　

政
府
は
一
九
四
五
年
に「
戦
災
地
復

興
計
画
基
本
方
針
」を
策
定
す
る
。関

東
大
震
災
の
復
興
事
業
の
経
験
を
踏
ま

え
、土
地
区
画
整
理
を
重
視
し
た
施
策

だ
っ
た
。東
京
都
は
こ
れ
を
受
け
翌
年
、

「
東
京
戦
災
復
興
都
市
計
画
」を
立
案
す

る
。将
来
の
工
業
都
市
化
を
見
据
え
な
が

ら
、現
状
と
し
て
は
政
治
、経
済
、文
化

の
再
興
を
優
先
し
て
都
市
を
発
展
さ
せ

る
方
針
だ
っ
た
。計
画
の
責
任
者
と
な
っ

た
の
は
当
時
、東
京
都
都
市
計
画
課
長
の

任
に
あ
っ
た
石
川
栄
耀
。幅
員
一
〇
〇
㍍

の
大
幹
線
道
路
七
路
線
、幅
員
八
〇
㍍

道
路
二
路
線
な
ど
を
放
射
状
に
延
伸
し
、

河
川
沿
い
は
す
べ
て
帯
状
緑
地
や
公
園

と
し
て
整
備
。環
状
線
内
側
を
区
画
整
理

し
、都
市
施
設
や
繁
華
街
を
余
裕
を
も
っ

て
分
散
配
置
す
る
文
化
的
か
つ
理
想
主

義
的
な
計
画
だ
っ
た
。こ
れ
に
大
学
が
呼

石川栄耀（写真提供：渡邉耕〈え
いよう会代表幹事〉）

地図上の赤色は東京都近郊の戦災
焼失区域を示している（「帝都近傍図 
戦災焼失区域表示」、1945年、所
蔵：多摩市）

浅草の闇市の様子（提供：昭和館）
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応
す
る
。東
京
帝
国
大
学
総
長
の
南
原

繁
は
丹
下
健
三
、高
山
英
華
ら
と
と
も
に

大
学
を
拠
点
と
し
た
文
教
地
区
建
設
に

よ
る
復
興
の
道
を
模
索
し
た
。

　

石
川
の
計
画
に
は
都
心
か
ら
四
〇
～

五
〇
㌔
㍍
圏
内
の
神
奈
川
、埼
玉
、千
葉

方
面
に
人
口
一
〇
万
程
度
の
衛
星
都
市

を
配
置
し
、更
に
そ
の
後
背
で
あ
る
栃

木
、茨
城
、静
岡
方
面
に
外
郭
都
市
を

想
定
、そ
の
エ
リ
ア
で
合
計
四
〇
〇
万

人
を
収
容
し
東
京
都
区
部
の
人
口
を

三
五
〇
万
程
度
に
抑
制
す
る
目
的
が

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
の
計
画
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら

敗
戦
国
に
相
応
し
い
計
画
で
は
な
い
と

極
め
て「
冷
淡
」な
評
価
を
受
け
る
。加

え
て
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
緊
縮
財
政
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
九
四
九
年「
戦
災
復
興
都
市
計
画
の

再
検
討
に
関
す
る
基
本
方
針
」が
各
都

道
府
県
に
示
さ
れ
た
。東
京
都
も
こ
の
方

針
に
従
い
、石
川
の
計
画
は
ほ
と
ん
ど
未

着
手
の
ま
ま
変
更
、縮
小
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
。事
業
規
模
は
見
直
さ
れ
区
画

整
理
対
象
地
域
は
二
万
㌶
か
ら
五
千
㌶

弱
に
ま
で
削
減
。大
幹
線
道
路
も
同
様
に

削
減
さ
れ
る
。街
路
計
画
は
白
紙
と
な
り

現
下
の
道
路
補
修
を
優
先
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。公
園
整
備
も
計
画
面
積
が
ほ
ぼ

半
減
。石
川
の
計
画
で
実
現
に
い
た
っ
た

の
は
網
代
公
園（
港
区
）、新
宿
歌
舞
伎

町
や
環
状
三
号
線
の
播
磨
坂（
文
京
区
）

な
ど
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。

都
市
の
機
能
回
復
に
向
け
て

　

東
京
港
は
航
路
や
泊
地
に
空
爆
さ
れ

た
船
舶
が
沈
潜
し
港
湾
機
能
を
ほ
ぼ
喪

失
し
て
い
た
。都
は「
東
京
港
修
築
五
か

年
計
画
」を
策
定
し
一
九
四
九
年
に
事

業
着
手
し
た
。施
設
接
収
に
よ
り
不
足

し
て
い
た
港
湾
機
能
を
回
復
す
る
た
め
、

豊
洲
ふ
頭
の
主
要
施
設
や
晴
海
ふ
頭
の

桟
橋
建
設
、竹
芝
桟
橋
の
復
旧
を
推
進

し
た
結
果
、一
九
五
一
年
の
港
湾
法
施

行
に
伴
い
東
京
港
は
国
際
貿
易
港
と
し

て
の
あ
ゆ
み
を
始
め
る
。東
京
飛
行
場
も

一
九
五
二
年
に
返
還
さ
れ
東
京
国
際
空

港
に
改
称
、運
輸
省
管
轄
の
国
際
空
港

と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

都
心
部
で
は
銀
座
通
り
や
八
重
洲

通
り
を
は
じ
め
と
す
る
街
路
に
引
揚

者
や
軍
需
産
業
の
失
業
者
が
転
身
し

た
食
料
品
や
衣
類
、生
活
用
品
を
売
る

露
天
商
が
軒
を
連
ね
た
。最
盛
期
に
は

一
万
三
、〇
〇
〇
軒
余
り
に
上
っ
た
露
天

商
は
円
滑
な
通
行
を
阻
害
し
、反
社
会

的
活
動
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
た
。し
か

し
、こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
は
土
地
区

画
整
理
事
業
の
縮
小
を
背
景
に
停
滞
す

る
。Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
は
都
に
対
し
て
露
店
撤

廃
令
が
厳
命
さ
れ
た
。都
は
当
時
許
可

を
受
け
て
い
た
公
道
上
の
露
店
を
す
べ

て
撤
去
す
る
こ
と
を
決
め
、一
九
五
〇
年

に
臨
時
露
店
対
策
本
部
を
設
置
し
店
舗

建
設
に
適
し
た
換
地
の
選
定
、移
転
の
斡

旋
な
ど
を
行
い
整
理
を
進
め
た
。結
果
、

お
よ
そ
二
年
後
に
銀
座
通
り
、上
野
広
小

路
、渋
谷
道
玄
坂
を
最
後
と
し
て
常
設

露
店
は
ほ
ぼ
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。撤

去
さ
れ
た
露
店
は
上
野
や
秋
葉
原
に
流

れ
、ア
メ
屋
横
丁
や
秋
葉
原
の
電
気
街
と

い
っ
た
個
性
的
な
商
店
街
を
生
み
出
し

た
。新
宿
東
口
一
帯
に
蝟
集
す
る
露
天

商
や
闇
市
も
現
在
の
歌
舞
伎
町
一
丁
目

界
隈
に
移
転
、現
在
の「
新
宿
ゴ
ー
ル
デ

ン
街
」は
そ
の
名
残
だ
。

国
と
都
の
総
力
を
挙
げ
て

　

首
都
東
京
の
復
興
に
は
積
極
的
な
国

の
支
援
が
不
可
欠
だ
っ
た
。首
都
建
設
を

国
家
的
事
業
と
し
て
推
進
す
る
べ
く
、都

は「
戦
災
復
興
都
市
計
画
の
再
検
討
」が

発
表
さ
れ
た
一
九
四
九
年
に
、「
首
都
建

設
法
制
定
に
関
す
る
請
願
書
」を
国
に

提
出
。一
九
五
〇
年
に
首
都
建
設
法
が

可
決
、そ
の
成
立
に
必
要
な
住
民
投
票
を

経
て
公
布
に
い
た
っ
た
。

　

総
理
府
の
外
局
に
都
議
会
議
員
一
名

を
含
む
首
都
建
設
委
員
会
が
発
足
。東

京
都
も
関
係
局
長
か
ら
な
る
東
京
都
首

都
建
設
連
絡
委
員
会
を
設
置
し
横
断
的

な
調
整
を
図
っ
た
。首
都
建
設
委
員
会

は
首
都
の
性
格
、規
模
な
ど
に
お
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、こ
れ
を
基
に
一
九
五
二

年
、「
首
都
建
設
緊
急
五
か
年
計
画
」

を
策
定
。道
路
、公
園
、住
宅
、上
下
水

道
の
整
備
を
進
め
る
。し
か
し
、
都
区

部
外
の
首
都
圏
は
法
律
の
対
象
外
だ
っ

た
こ
と
が
障
害
と
な
り
、更
に
人
口
が

一
九
五
〇
年
ま
で
に
五
一
七
万
人
に
急

増
、計
画
が
追
い
付
か
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。

　

首
都
建
設
委
員
会
は
一
九
五
五
年
、

同
じ
く
過
度
な
人
口
集
中
が
課
題
と
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終戦直後の銀座通りに並ぶ露店（写真提供：中央区立京橋図書館）

戦災復興計画に基づく都市計画図。商業地区は赤色、住居地区は黄色、公園緑地は緑色に色分
けされている。郊外には広い農地と衛星都市を配置し、それらと都心部を広幅員道路と鉄道で結ぶ
ためのインフラの整備にも力を入れていた（引用：「東京都市計画地域指定図」、『科学の友』4巻
3号、山海堂、1948年／所蔵：国立国会図書館）

①麻布十番付近
②新宿二丁目付近
③教育大学付近
④錦糸町駅付近
⑤五反田駅付近
⑥大森駅東側付近
⑦大森駅西側付近
⑧渋谷駅付近
⑨新宿駅付近
⑩池袋駅付近
⑪王子駅付近
⑫蒲田駅西付近
⑬大塚駅付近

⑭下板橋駅付近
⑮亀戸駅南側付近
⑯亀戸駅北側付近
⑰早稲田鶴巻町付近
⑱駒込神明町付近
⑲押上駅付近
⑳大井町駅付近
㉑高円寺駅付近
㉒巣鴨駅付近
㉓駒込駅付近
㉔赤羽駅付近
㉕日暮里駅北側付近
㉖大山東町付近

㉗戸山ヶ原付近
㉘蒲田駅東側付近
㉙巣鴨拘置所付近
 麻 麻布組合付近
 滝 滝野川谷端付近
 西 西大久保一丁目付近
 新 新宿付近
 恵 恵比寿駅付近
 新井 新井付近
 田 田端付近
 代 代々木八幡付近

東京戦災復興区画整理の実績図（1965年）。戦災復興都市計画の見直しによって土地区画整
理事業の対象区域は結果的に1967年には1,400haにまで縮小される。この事業は1983年
まで継続されたが、実施されたのは1,274haに過ぎない。土地区画整理事業の成果は山手線、
京浜東北線、総武線の駅前地区、すなわち新宿、渋谷、池袋、大塚、五反田、錦糸町など限られた
地域でその成果の一端を見ることができる（東京都都市整備局出典資料を基に作成）
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総
理
大

臣
の
直
属
機
関
）

戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針
が
閣
議
決
定

天
皇
人
間
宣
言

東
京
戦
災
復
興
都
市
計
画
の
決
定

極
東
国
際
軍
事
裁
判
開
始

特
別
都
市
計
画
法
の
公
布
・
施
行

日
本
国
憲
法
公
布

東
京
復
興
都
市
計
画
高
速
鉄
道
網
の
決
定

日
本
国
憲
法
施
行

不
要
河
川
埋
立
事
業
計
画
の
策
定

建
設
省
が
発
足

東
京
港
修
築
第
一
次
五
か
年
計
画
の
策
定

下
水
道
復
興
六
か
年
計
画
の
策
定

極
東
国
際
軍
事
裁
判
判
決

道
路
復
興
五
か
年
計
画
の
策
定

日
本
国
有
鉄
道
法
の
施
行

ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
実
施

戦
災
復
興
都
市
計
画
の
再
検
討
に
関

す
る
基
本
方
針
の
決
定

シ
ャ
ウ
プ
勧
告

Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
都
に
対
し
て
露
店
撤
去

の
指
示

建
築
基
準
法
の
公
布
・
施
行

港
湾
法
の
公
布
・
施
行

朝
鮮
戦
争
開
戦

首
都
建
設
法
の
公
布
・
施
行

東
京
特
別
都
市
計
画
下
水
道
計
画
の
決
定

首
都
建
設
委
員
会
の
発
足

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
調
印

日
米
安
保
条
約
調
印

首
都
建
設
計
画
の
決
定

首
都
建
設
緊
急
五
か
年
計
画
の
策
定

対
日
平
和
条
約
発
効

日
米
行
政
協
定
調
印
・
発
効

日
米
行
政
協
定
道
路
の
建
設
・
整
備

羽
田
空
港
返
還

テ
レ
ビ
放
送
開
始

水
道
応
急
拡
張
事
業
の
全
工
事
完
成

奄
美
大
島
返
還

地
下
鉄
丸
ノ
内
線
開
通（
池
袋
〜
御

茶
ノ
水
間
）

日
米
Ｍ
Ｓ
Ａ
協
定
調
印

第
一
次
道
路
整
備
五
か
年
計
画
の
策
定

土
地
区
画
整
理
法
の
施
行

首
都
建
設
委
員
会
が「
首
都
圏
構
想
」

を
策
定

第
二
次
首
都
建
設
計
画
の
決
定

一九
四
五
年
～一九
五
五
年
の
動
き
と

都
市
計
画
の
変
遷

13 122025.08



汐留川

千代田区

港区

築
地
川
東
支
流

築地川
南支流

築
地
川

東
堀
留
川

浜
町
川外堀川

三十間堀川

築地川

外堀川
東京

駅

楓川

桜川

箱崎川

新
川越

前
堀

佃
川

京
橋
川

龍閑川

江東区

な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
提
唱
さ
れ
た

「
大
ロ
ン
ド
ン
計
画
」を
模
範
と
し
て
首

都
圏
構
想
を
打
ち
出
す
。首
都
の
中
心

か
ら
半
径
五
〇
㌔
㍍
圏
内
を
首
都
圏
と

位
置
付
け
、こ
の
圏
域
の
都
市
が
機
能
を

分
担
し
、相
互
に
効
率
的
な
補
完
を
可

能
と
す
る
一
体
的
な
巨
大
地
域
複
合
体

の
整
備
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。こ
の
構
想
は
一
年
後
に
、日
本
の
政

治
、経
済
、文
化
な
ど
の
中
心
と
し
て
相

応
し
い
首
都
圏
の
建
設
と
そ
の
秩
序
あ

る
発
展
を
図
る
と
謳
っ
た「
首
都
圏
整
備

法
」の
制
定
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通

り
、石
川
栄
耀
が
主
導
し
た
東
京
戦
災

復
興
都
市
計
画
に
あ
っ
た
放
射
環
状
道

路
網
の
計
画
は
大
幅
な
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、環
状
三
号
線
の
播
磨
坂
区

間
は
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
早

期
か
ら
進
展
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、幅

員
が
縮
小
さ
れ
た
も
の
の
幅
広
い
中
央

分
離
帯
を
有
す
る
道
路
と
し
て
整
備
さ

れ
た
。

　

東
京
戦
災
復
興
都
市
計
画
で
は
陸
上

輸
送
を
補
完
す
る
運
河
の
整
備
計
画
も

企
図
さ
れ
た
が
、陸
上
輸
送
が
復
旧
、発

達
し
た
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。一
方
、道
路
や
公
園
、宅
地

を
確
保
す
る
た
め
に
空
襲
で
発
生
し
た

灰
燼
で
河
川
を
埋
め
立
て
る「
不
要
河
川

埋
立
計
画
」が
立
案
さ
れ
、中
央
区
な
ど

で
実
施
さ
れ
た
。都
内
の
河
川
で
処
理
さ

れ
た
灰
燼
の
量
は
約
九
〇
万
立
方
㍍
に

お
よ
ん
だ
。

国
土
の
骨
格
を
再
生
す
る
建
設
業
界

　

建
設
事
業
が
戦
後
復
興
の
基
軸
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。し
か
し
、建

設
会
社
は
復
員
者
、引
揚
者
の
受
け
入

れ
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
が
、そ
れ
ま
で

の
軍
関
係
の
工
事
は
す
べ
て
打
ち
切
ら

れ
、受
注
減
少
と
復
帰
し
た
社
員
の
冗

員
、そ
し
て
著
し
い
資
機
材
の
不
足
な
ど

に
よ
っ
て
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。そ

れ
で
も
国
内
の
多
く
の
産
業
が
疲
弊
、混

乱
す
る
な
か
い
ち
早
く
再
起
し
た
の
は

建
設
業
だ
っ
た
。

　

終
戦
後
の
建
設
業
界
に
再
び
血
流
が

回
復
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
進
駐
軍

渉
外
工
事
だ
っ
た
。米
軍
を
主
体
と
す
る

占
領
軍
が
全
国
に
駐
留
し
て
い
た
が
、そ

の
統
治
の
土
台
と
な
る
飛
行
場
や
兵
舎
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
や
接
収
住
宅
の
新
設
、整

備
が
至
上
命
令
と
し
て
要
求
さ
れ
た
。

　

進
駐
軍
工
事
は
占
領
軍
の
厳
格
な
管

理
下
に
あ
っ
た
が
、一
方
で
建
設
業
界
に

と
っ
て
は
最
新
鋭
の
建
機
を
使
っ
た
機

械
化
工
法
や
近
代
的
な
施
工
管
理
、安
全

衛
生
面
の
重
要
性
な
ど
多
く
の
土
木
・

建
築
に
か
か
わ
る
知
見
に
触
れ
る
機
会

と
な
っ
た
。国
も
国
土
再
建
に
向
け
、建

設
機
械
整
備
費
を
投
じ
て
直
轄
事
業
の

機
械
化
施
工
を
加
速
さ
せ
る
。こ
の
時
期

の
建
設
業
は
技
術
面
に
お
い
て
も
革
命

的
な
進
展
を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

戦
災
復
興
工
事
も
徐
々
に
発
注
さ
れ

た
。鉄
道
や
発
電
施
設
な
ど
の
復
旧
工

事
、そ
し
て
民
間
企
業
も
生
産
体
制
と
経

営
拠
点
の
復
旧
、強
化
に
力
を
入
れ
る
。

建
設
業
界
は
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
も
そ

の
需
要
に
応
え
て
い
く
。

　

軍
事
大
国
か
ら
脱
し
て
文
化
国
家
を

目
指
し
、更
に
経
済
大
国
と
し
て
の
道
を

歩
ん
で
き
た
終
戦
後
の
日
本
。建
設
業
界

は
そ
の
起
点
に
立
ち
、後
に「
奇
跡
」と

称
さ
れ
る
復
興
を
達
成
し
て
い
っ
た
。

東京都中央区内にて埋め立てが行われた河川

（中央区出典資料を基に作成）

＜河川埋立理由＞
■ 戦災復興（昭和20年代）
■ 東京五輪（昭和30 ～ 40年代）
■ その他（昭和40 ～ 50年代） 

旧陸軍代々木練兵場のおよそ92万㎡におよぶ広大な敷地に建てられた進駐軍
の大規模なキャンプ「ワシントンハイツ」。敷地内には800戸以上の洋風住宅が
立ち並び、学校や商業施設、劇場からプールまでが整備された。東京五輪では選
手村として活用された。後に代々木公園となった一画にオリンピック記念宿舎とし
て1棟が残されていたが、老朽化のため解体が決定。外観のデザインを踏襲した
交流施設が来年にも公開される予定だ（提供：ジャパンアーカイブス）

「
終
戦
」の
前
に

「
敗
戦
」し
て
い
た
日
本

―
一
九
四
五
年
に
日
本
は
終
戦
を
迎
え

被
災
し
た
国
土
の
再
建
を
模
索
し
始
め

ま
す
。戦
後
復
興
に
向
け
、日
本
、首
都

東
京
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

初
め
に「
被
災
」と「
復
興
」と
い
う

言
葉
の
意
味
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

私
は
、日
本
は
被
災
し
た
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。東
京
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
の
都
市
は
ア
メ
リ
カ
の「
空
爆
」

と
い
う
人
為
に
よ
っ
て
壊
滅
し
た
の
で

す
。こ
れ
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
と
は

全
く
意
味
が
異
な
り
ま
す
。一
九
四
四

年
の
秋
に
は
日
本
は
制
空
権
を
完
全
に

失
っ
て
お
り
、こ
の
段
階
で
既
に「
敗

戦
」し
て
い
た
ん
で
す
。「
終
戦
」は
そ
の

翌
年
で
す
が
、す
ぐ
に
降
伏
し
て
い
れ
ば

東
京
大
空
襲
や
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投

下
、沖
縄
の
地
上
戦
も
な
か
っ
た
。国
と

し
て
の
決
断
が
余
り
に
も
遅
す
ぎ
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
都
市
を
精
密
に

研
究
し
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。航
空
写
真

を
撮
影
し
、家
屋
を
三
次
元
化
し
て
燃
焼

実
験
も
実
施
、火
災
保
険
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
正
確
に
空
爆
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、日
本
は
関
東
大
震
災
と
い
う

自
然
災
害
か
ら
の
復
興
と
、こ
の
大
規
模

空
爆
か
ら
の
復
興
を
重
ね
合
わ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。「
復
興
」と
い
う
言

葉
は
明
治
後
期
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
当
初
は「
ル
ネ

サ
ン
ス
」の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。近
代

化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
古
の
文

化
、文
芸
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
す
る
運
動
で

す
。と
こ
ろ
が
関
東
大
震
災
以
降
の
復
興

に
は
、よ
り
偉
大
な
都
市
を
つ
く
る
と
い

う
成
長
主
義
的
な
概
念
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。戦
後
復
興
も
そ
の
潮
流
の
な
か
か

ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
文
化
」に
よ
る
再
建

―
そ
う
し
た
戦
後
復
興
の
基
軸
に
据
え

ら
れ
た
の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

日
本
は
ア
ジ
ア
に
冠
た
る
帝
国
、軍
事

大
国
を
目
指
し
た
結
果
、敗
戦
し
ま
し

た
。戦
後
、そ
の「
軍
事
」「
富
国
強
兵
」

と
い
う
言
葉
の
代
替
と
し
て
当
て
ら
れ

た
の
が「
文
化
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。日
本
は
軍
事
や
植
民
地
、資
源
が
失

わ
れ
た
な
か
、文
化
に
よ
る
復
興
を
目
指

吉見俊哉　Shunya Yoshimi

國學院大学観光まちづくり学部教授、
東京大学名誉教授。社会学、都市論、メ
ディア論、文化研究を専門とし、日本のカ
ルチュラル・スタディーズの発展におい
て中心的な役割を果たす。著書に『都市
のドラマトゥルギー－東京・盛り場の社会
史－ 』（河出文庫,2008）、『東京裏返
し－社会学的街歩きガイド－』（集英社
新書,2020）、『東京復興ならず－文化
首都構想の挫折と戦後日本－ 』（中公
新書,2021）など多数

吉見俊哉教授　
インタビュー

Interview

戦後 80年、東京は焼け野原から再
起し目覚ましい発展を遂げた。私た
ちは今、その恩恵を享受しながら更
に豊かで強靱な首都の構築に向け歩
を進めている。しかし、その背景に
は幻想と化した「文化」を基軸とす
る復興計画があった。その経緯を現
在の東京の姿に照らしながら透徹し
た眼差しで未来の都市像を見据える
吉見俊哉氏にお話を伺った。
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し
ま
す
。そ
こ
で
文
化
と
は
何
か
と
い
う

侃
々
諤
々
の
議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま
し

た
。右
派
も
左
派
も
、ま
た
キ
リ
ス
ト
教

系
や
リ
ベ
ラ
ル
派
も
こ
ぞ
っ
て
文
化
を

標
榜
し
、同
じ
文
化
と
い
う
言
葉
の
な
か

に
、あ
ら
ゆ
る
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
異
な

る
意
味
、価
値
観
が
錯
綜
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、行
政
の
立
場
か
ら
東

京
の
文
化
復
興
を
主
導
し
た
の
が
、都
の

都
市
計
画
課
長
だ
っ
た
石
川
栄
耀
で
す
。

彼
の
な
か
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
都

市
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。東
京
大
学
、慶

應
義
塾
大
学
、早
稲
田
大
学
と
い
っ
た
大

学
と
そ
の
周
辺
の
街
を
英
国
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
倣
っ
た

文
教
都
市
に
す
る
。同
時
に
広
域
を
緑

地
化
し
て
娯
楽
地
区
、繁
華
街
に
直
結

す
る
大
型
の
公
園
、広
場
も
整
備
す
る
と

い
っ
た
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。大
衆
文
化

と
知
的
文
化
と
い
う
二
層
を
擁
し
て
い

た
の
が
石
川
の
都
市
計
画
で
す
。

　

一
方
、東
京
帝
国
大
学
総
長
の
南
原

繁
は
文
化
や
学
問
が
日
本
社
会
に
お
け

る
価
値
の
基
軸
に
な
り
え
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。知
や
文
化
が
日
本
人
の
精
神

的
自
立
を
促
し
、大
学
が
そ
の
知
を
醸
成

す
る
と
考
え
、こ
こ
を
拠
点
と
し
て
都
市

を
再
興
し
て
い
こ
う
と
。敬
虔
な
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
あ
っ
た
南
原
に
は
明
確
な
宗

教
的
思
想
も
背
景
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。こ
れ
に
技
術
者
と
し
て
関
与
し
た
の

が
丹
下
健
三
ら
建
築
家
た
ち
で
し
た
。

　

技
官
や
学
者
、若
き
建
築
家
た
ち
の

思
想
、構
想
が
響
き
合
っ
て
い
た
の
が
終

戦
直
後
の
首
都
復
興
だ
っ
た
の
で
す
。

よ
り
速
く
、よ
り
高
く
、

よ
り
強
い
東
京
を「
経
済
」で
興
す

―
し
か
し「
文
化
」を
基
軸
と
し
た
復
興

が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
？

　

終
戦
直
後
は
文
化
以
外
に
す
が
る
も

の
が
な
か
っ
た
と
い
う
面
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。完
膚
な
き
ま
で
に
壊
滅
し
た
東

京
の
復
興
に
は
膨
大
な
時
間
が
か
か
る

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
も
そ
も「
文

化
」、「
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」と
い
う
言
葉

は「
ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」と
語

源
を
一
に
し
て「
耕
す
」と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。人
と
社
会
を
耕
し
な
が
ら

豊
潤
な
文
化
都
市
を
つ
く
る
に
は
長
い

時
間
が
か
か
る
。と
こ
ろ
が
朝
鮮
戦
争

（
一
九
五
〇
～
一
九
五
三
年
）の
特
需

で
日
本
は
急
速
に
経
済
的
な
復
興
に
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。高
度
経
済
成
長
の
入

り
口
に
立
ち
、東
京
五
輪
の
開
催
も
決
ま

り
ま
す
。も
っ
と
早
く
復
興
で
き
る
で
は

な
い
か
と
。も
っ
と
急
ぐ
べ
き
だ
と
。か

つ
て「
軍
事
」と
い
う
言
葉
が「
文
化
」に

代
替
さ
れ
た
よ
う
に
、文
化
よ
り
圧
倒
的

に
回
転
が
速
い「
経
済
」が
文
化
に
置
き

換
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

軍
事
と
経
済
は
そ
の
目
的
を
明
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
点
で
似
て
い
ま
す
。軍

事
的
な
領
土
拡
大
と
生
産
能
力
増
強
に

よ
る
経
済
成
長
は
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
近

似
し
て
い
る
。国
も
企
業
も
、そ
し
て
国

民
も
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
を
歓
迎
し
た

の
で
す
。居
心
地
の
い
い
、愉
し
く
文
化

的
価
値
の
あ
る
東
京
を
時
間
を
か
け
て

創
造
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、資
本
の
回

転
速
度
を
上
げ
て
経
済
全
体
を
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。そ
の
た
め
に
よ
り
速

く
、よ
り
高
く
、よ
り
強
い
東
京
に
改
造

す
る
都
市
計
画
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

石
川
栄
耀
に
次
い
で
東
京
都
建
設
局

長
に
着
任
し
た
山
田
正
男
は
石
川
の
部

下
で
し
た
が
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
切
り

捨
て
、河
川
に
蓋
を
し
て
高
速
道
路
を
整

備
し
、超
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
再
開
発

空襲で破壊された東京都、皇居周辺の様
子。白い部分は被災したことを示している

（提供：昭和館）

東京の銀座地区にて日本の破壊状況を調べる米兵（提供：昭和館）

右上／当時、石川栄耀が課長を務めた東京都都市計画課が検討していた
「20年後の東京（1968年の新宿）」のイラスト。道路幅は40m以上と広
く、すべての交差点は立体化され、クローバーリーフ型の構造によって効率的
な交通が図られる。沿道には植樹が施され、街歩きも楽しめる文化的なまちづ
くりが構想されていた（引用：「20年後の東京」、『科学の友』4巻3号、山
海堂、1948年／所蔵：国立国会図書館）
左上／石川栄耀が設計に携わった歌舞伎町中央広場。当初計画の実現と
はならなかったが、周囲には映画館や劇場が立ち並び、人々の賑わいの場を
生み出した（所蔵：新宿歴史博物館）
左下／文京区にある播磨坂。東京戦災復興都市計画に基づき整備された
環状3号線の一部で、道路の幅員は40m。春は桜の名所としても知られる

（提供：文京区）

を
実
現
し
ま
す
。山
田
の
志
向
は
高
度
経

済
成
長
期
に
向
か
お
う
と
す
る
日
本
、東

京
に
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
ま
し
た
。国

も
東
京
五
輪
の
開
催
を
控
え
、東
京
の
大

改
造
を
日
本
の
経
済
成
長
の
駆
動
力
に

し
よ
う
と
邁
進
し
ま
し
た
。そ
の
流
れ
は

田
中
角
栄
の
日
本
列
島
改
造
論
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
現
在
の
速
く
、高
く
、強
い
首
都
東
京

の
原
型
が
一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
を

起
爆
剤
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
わ
け
で

す
ね
。

　

五
輪
を
機
に
首
都
高
速
道
路
、青
山

通
り
の
拡
幅
、そ
し
て
東
海
道
新
幹
線
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
強
く
て
速
い

東
京
が
実
現
し
ま
す
。し
か
し
、そ
の
過

程
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
物
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。水
辺
が
失
わ
れ
、路
面
電
車
も
廃

止
さ
れ
、東
京
は
か
つ
て
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
豊
か
な
時
間
の
流
れ
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。都
電
廃
止
を
望
ま
な
か
っ
た
都

民
が
多
く
い
た
こ
と
も
事
実
で
す
。速
い

東
京
で
は
人
々
の
交
流
を
維
持
す
る
こ

と
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、一
九
七
〇
年
代
に
は
瞬
間
的

に
そ
う
し
た
状
況
を
反
省
す
る
機
運
が

生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。一
九
七
九
年
の
大
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開通にそなえ試運転する東海道新幹線（提供：東京都）

平
正
芳
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
都
市

化
や
近
代
合
理
主
義
に
基
づ
く
物
質
文

明
が
限
界
に
あ
る
と
し
て
、経
済
中
心
の

時
代
か
ら
文
化
中
心
の
時
代
へ
の
転
換

を
主
張
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
こ
の
方

針
は
大
平
首
相
の
急
逝
に
よ
り
潰
え
て

し
ま
い
ま
す
。そ
の
時
に
、再
び
文
化
や

心
の
豊
か
さ
に
回
帰
し
よ
う
と
す
る
都

市
計
画
、つ
ま
り
本
来
の
復
興
に
舵
を

切
っ
て
い
れ
ば
、全
く
異
な
る
東
京
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
復
興
す
る
東
京

―
建
設
業
界
は
終
戦
直
後
の
焼
け
野
原

だ
っ
た
東
京
を
世
界
に
冠
た
る
大
都
市

へ
と
整
備
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
今
、

八
〇
年
を
経
て
社
会
情
勢
、価
値
観
が

大
き
く
変
遷
す
る
な
か
、建
設
業
は
ど

の
よ
う
な
視
点
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う

か
？

　

今
世
紀
中
盤
に
人
口
が
一
億
人
を
割

り
込
む
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
情
況
は

変
わ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。一
億
人

弱
の
人
口
の
う
ち
三
割
強
が
東
京
周
辺

に
暮
ら
す
現
実
は
全
く
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
方
の
時
代
が
標
榜

さ
れ
て
久
し
い
の
に
。

　

建
設
業
は
そ
の
地
方
に
貢
献
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
際

に「
自
然
」に
対
す
る
視
点
を
明
確
に
持

つ
べ
き
で
す
ね
。自
然
と
の
関
係
性
の
な

か
で
技
術
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う

こ
と
で
す
。い
さ
さ
か
飛
躍
し
ま
す
が
、

能
登
半
島
地
震
後
に
現
地
を
視
察
す
る

と
、自
然
に
大
き
く
手
を
加
え
て
整
備
さ

れ
た
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
数
多
く

壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。結
局
、技
術
が

自
然
に
勝
つ
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。地
形
と
い
う
自
然
は
何

十
万
年
単
位
で
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

道
路
や
橋
梁
は
せ
い
ぜ
い
百
年
。時
間
的

な
レ
ン
ジ
が
全
く
違
い
ま
す
。自
然
と
は

何
な
の
か
、そ
の
自
然
に
対
峙
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、日
本
橋
川
の
高
速
道
路
の
地
下

化
、東
京
高
速
道
路
の
歩
行
者
空
間
化

な
ど
を
通
じ
て
も
、東
京
は
か
つ
て
の
環

境
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。都
内
の
高
速
道
路
の
歩
行

者
空
間
化
や
川
の
復
活
は
街
の
風
景
を

変
え
、賑
わ
い
と
エ
リ
ア
経
済
を
再
構
築

す
る
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

同
時
に
建
設
業
界
も
国
も
、も
ち
ろ

ん
私
た
ち
国
民
も
価
値
軸
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。よ
り
速
く
、よ
り
高

く
、よ
り
強
く
と
い
う
価
値
基
準
か
ら
、

よ
り
愉
し
く
、よ
り
し
な
や
か
に
、よ
り

末
永
く
と
い
う
価
値
に
転
換
で
き
れ
ば
、

新
し
い
都
市
の
未
来
像
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
。高
速
道
路
を
地
下
化
し
て
道

路
が
河
川
や
運
河
と
接
す
る
よ
う
な
地

区
を
再
生
で
き
ま
す
。私
た
ち
は
水
辺
や

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
取
り
戻
し
、生

き
生
き
と
し
た
都
市
を
未
来
に
残
す
べ

き
だ
と
理
解
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
も
自
然
と
の
対
話
を
深

め
、「
耕
す
」と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

知
恵
と
技
術
を
駆
使
し
、い
か
に
文
化
的

な
成
熟
都
市
を
創
造
し
て
い
く
の
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。幻
の
戦
後
復
興
計
画

を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、東
京
は

も
う
一
度
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

建設が進む首都高速道路1号線（提供：東京都）

東京の路面電車は終戦直
後に復旧した。1946年9月、
東京都内のショッピング街
を路面電車が走る様子（提
供：昭和館）

「三十間堀川」の埋め立て前（右）と埋め立て後（左）。銀座の三原橋交差点という名称はかつて流れていた三十間堀川に架かる橋名に由来する。戦災復興から東京五輪開催
に向けて小規模な河流は地中に埋設された暗渠となり東京の小川は姿を消すことになる。思えば都内には付近に川が見当たらないにもかかわらず「橋」のつく地名が多い。その
足元に戦災の瓦礫で埋め立てられた河流があったのかもしれない（写真提供：中央区立京橋図書館）

東京高速道路（KK線）再整備後のイメージ。銀座周辺の外堀、汐留川、京橋川を埋め立てて建設
し、1966年に開通したKK線。これまでは自動車専用道路であったが、既存施設を活用した歩行
者空間への転換を目指す再生プロジェクトが進行中だ。
KK線を再生するRoof Park ProjectのWebサイト　
https://roofpark.com/

日本橋川上の首都高速道路地下化前と地下化完了後の景観。
開通から50年以上が経過する首都高速道路の長期的な安全・
安心の確保と、日本橋川周辺の景観や環境の改善を図り、首都
高速道路地下化事業が行われている。神田橋JCT ～江戸橋
JCT間の地下ルートを整備後、川に架かる高架橋の撤去工事が
進められる予定だ（提供：首都高速道路㈱）
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再開発の画像はイメージです。
Ⓒイラスト：イスナデザイン

本イラストは検討内容をイメージ化したものです。
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